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研究分野：建築構造学 
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１．研究計画の概要 
 中低層 RC 造建物の耐震補強を目的に極脆
性柱の靭性型補強から始まって，2 次壁（腰
壁や袖壁など）付き柱や耐震壁の強度・靭性
型補強，そしてピロティフレームや壁抜け層
を対象に，極厚無筋壁（袖壁と無開口壁）に
よる強度・靭性型補強法を提案してきた。こ
れらの研究から，発泡スチロール等を用いて
極厚無筋壁における壁厚のスリム化，あと施
工アンカー無し（無開口壁では脚部のみ必
要）で既存フレームとの一体化を可能にした
極厚無筋壁の応用としてコンクリートブロ
ック壁（CB 壁）の耐震補強，簡便な枠付き
鉄骨ブレース補強などの新規課題を解決す
る。加えて，本研究の成果である緊張力導入
による能動的横拘束効果を利用して，地震被
災直後の中低層 RC 造建物を対象にした簡便
な応急（緊急）補強法を提案する。本課題の
解決すべき主な研究テーマは以下である。 
（1）研究代表者が提案した極厚無筋壁補強
法の壁厚をスリム化すること。 
（2）枠付き鉄骨ブレースを既存 RC フレー
ムに簡単に接合する方法を提案すること。 
（3）地震被災直後のせん断損傷 RC 柱への
簡便・迅速・安価な応急（緊急）補強法を提
案すること。 
（4）付着劣化させたキャンティレバー型の
付着要素試験体を用いて応急補強前と後の
付着性能を検証すること。 
（5）せん断損傷した柱梁接合部の応急補強
法の検証を行うこと。 
 本研究の目的は今までの研究成果の延長
線上に中低層 RC 造建物を対象に緊張力導入
による能動的横拘束効果と，壁やブレースに
あっては既存フレームとの一体化を特色と

する震前・震後の簡便な耐震補強法を提案し，
ほぼ 15 年間継続・発展させてきた一連の研
究を完結させることにある。 
 
２．研究の進捗状況 
 主な研究結果を以下に列挙する。 
（1）極厚無筋壁の壁厚を低減するために CB
壁にあってはポリスチレンフォームを使用
する，あるいは CB 壁の片側のみ増打ちする
工法であっても，極厚無筋壁と同様に補強後
骨組の耐力と靭性の同時向上が可能である。
よって，CB 壁を壊して別途壁を増設するの
ではなく，CB 壁を下地兼型枠として合成無
筋壁補強法を施すことで補強後の CB 壁を帳
壁のみならず耐震要素として活用できる。こ
の工法はピロティフレームへの合成無筋壁
補強法においても同様な効果が得られる。 
（2）あと施工アンカーの使用本数を大幅に
減少可能で，かつ RC フレームの耐震補強を
兼ねる補強合理性の高い枠付き鉄骨ブレー
スの合成接合法を提案した。鉄骨ブレースが
座屈するように設計した補強試験体の加力
実験の結果，合成接合法により既存 RC フレ
ームのせん断破壊が防止され，耐力と靭性が
大幅に向上することを確認した。 
（3）市販のラチェットバックルと低価格な
ポリプロピレンベルトによるラッシングベ
ルトを開発し，型枠合板と組み合わせて使用
する緊急補強法を提案した。緊急補強実験の
結果，本工法はベルトが型枠合板に直接圧着
しているため，受動的な横拘束効果が高く，
軸ひずみの抑制に効果的であることを明ら
かにした。また，連続繊維ベルトに引張剛性
の高いアラミド繊維を使用することで，せん
断損傷後であっても主筋が引張降伏し，優れ
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た履歴性状が得られることが分かった。 
（4）付着劣化させたキャンティレバー型の
要素試験体に緊張 PC 鋼棒で応急補強を施し
た主筋引抜き試験の結果，コンクリート強度
が高いと修復付着強度が高くなること，また，
能動側圧が大きいと修復付着強度が高くな
ることを明らかにした。 
（5）柱梁接合部に損傷を与えた試験体に，
緊張 PC 鋼棒と縞鋼板で応急補強を行うと，
強度と靭性が増加するが，初期剛性の回復は
できないことが分かった。また，偏心した
RC 造柱梁接合部には，偏心面を縞鋼板，そ
の他 3 面を緊張 PC 鋼棒で補強すれば，安定
した履歴性状を示すことを明らかにした。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
（理由） 
 鉄骨ブレースの合成接合法を提案し，耐震
性能を実験で確かめ，合成極厚無筋壁補強法
の壁厚のスリム化については，ポリスチレン
フォームでスリム化した補強試験体の耐震
補強効果を確認し，これに代わる新たな壁厚
の低減方法も提案している。緊急補強法にお
いては型枠合板を工夫し，かつ取扱いやすい
ラッシングベルトでの補強法を提案してそ
の補強効果も確認していることなどから，当
初の計画以上に進展していると判断した。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 本課題により基礎研究を終了して早期に
実用化研究に移行し，日本建築防災協会や日
本建築総合試験所の技術評定を受け，性能証
明書の取得を急ぐ必要がある。 
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